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令和 5年度第 2回通常理事会を開催

令和 6年度事業計画（抜粋）
第 1　公益目的事業
1　地域安全活動の推進
⑴　犯罪の起きにくい社会づくりの推進
ア　地域安全活動の実施

「全国地域安全運動」及び「歳末地域安全運動」を行う。
イ　広報啓発活動の実施等

広報啓発資材を作成配付し、機関誌、ホームページを活用して広報する。
⑵　協働連携事業
ア　方面、地区防犯協会等の活動に対する協力支援の実施

地区防犯協会や道、道警察等と連携して実施する事業に要する経費に対して支援する。
イ　防犯ボランティア団体等の活動の促進

防犯ボランティアリーダー養成講座を実施し、学生ボランティア育成事業を支援する。
ウ　少年の非行防止と健全育成活動の推進

少年の居場所づくり事業を継続支援し、少年の非行防止と健全育成を図る。
エ　薬物乱用防止活動への参画

薬物乱用防止広報強調月間など関係機関と連携して広報活動等を推進する。
⑶　防犯功労者等表彰事業

多年にわたり防犯活動に尽力した個人・団体に対し、警察本部長と理事長の連名表彰を行う。
2　自転車防犯登録事業

自転車防犯登録所と連携して的確な自転車防犯登録事業を推進するとともに盗難防止を図る。
3　防犯モデルマンション認証事業

建築業界への働きかけなどにより、防犯性の高い「防犯モデルマンション」の普及促進を図る。

第 2　北海道公安委員会からの受託事業
1　風俗営業管理者講習の実施
2　風俗営業の新規許可申請等に伴う現地調査の実施

SNS広告などからの投資詐欺に注意
　SNSには、著名人になりすました投資関連の広告が多数あり、そこからグループチャットに招待され、だまさ
れる詐欺被害が多発しています。SNSで勧誘する投資には詐欺の危険性があります。十分注意してください。

　3 月 21 日、理事長等 15 名の理事、2 名の監事が出席して開催し、令和 6 年度の事業計画、 
収支予算等が議決され、代表理事等の職務執行状況や立入検査結果等の報告を行いました。

北海道犯罪のない安全で安心な地域づくり推進会議　開催
　2 月14 日、北海道副知事、鈴木警察本部長など 48 の機関・団体が出席して、全道推進会議が
開催されました。五十嵐理事長が進行を務め、山﨑専務理事が児童の安全確保専門部会の取組を
報告し、犯罪のない安全で安心な地域づくり推進方策が改定されました。
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　5 月 16 日（木）、ホテル札幌ガーデンパレスにおいて、第 1 回通常理事会を開催し、令和 5 年度事業結果
報告、収支決算報告、役員・評議員の改選などすべての議案が議決承認されました。
　また、6 月 11 日（火）には定時評議員会を開催し、評議員及び役員の任期満了等に伴う選任や令和 5 年
度収支決算報告が議決承認され、令和 6 年度事業計画などを報告しました。
　評議員会終了後、臨時理事会を開催し、下記のとおり理事長、副理事長等が選任されました。
　なお、逝去されました評議員の太田英司様、監事の坂田好男様、退任されました理事の安藤富夫様、中居
詳往様、四釜直昌様、監事の渡邊髙彦様には、これまでのご支援、ご協力に深く感謝申し上げます。

○選任された役員（理事 15 名、監事 2名）	 （敬称略）
役　　職 氏　　　名 所　　属 備　考
理 事 長 五十嵐　敏　明 道 防 連 再　任
副理事長 山　内　睦　夫 札幌中央 再　任
副理事長 千　葉　敬　司 函　　館 再　任
副理事長 松　野　和　彦 旭　　川 再　任
副理事長 新　妻　緊　市 釧　　路 新　任
副理事長 片　山　隆　文 北　　見 再　任
専務理事 山　﨑　正　史 道 防 連 再　任
外部理事 佐　藤　佳　信 北海道遊技事業協同組合 新　任
理　　事 西　山　　　靖 札 幌 東 再　任
理　　事 春　原　良　裕 札 幌 北 新　任
理　　事 堀　口　雅　行 小　　樽 再　任
理　　事 新　谷　　　則 函 館 西 再　任
理　　事 砂　川　敏　文 帯　　広 再　任
理　　事 岡　野　将　光 根　　室 再　任
理　　事 畑　中　裕　介 紋　　別 新　任
外部監事 城　　　俊　恵 岩城会計事務所 新　任
監　　事 武　田　正　義 江　　別 再　任

※認定法の改正に伴い、外部理事 1名、外部監事 1名を導入しました。

○選任された評議員（3名）	 （敬称略）
役職 氏名 所属 備考
評 議 員 佐　藤　正　良 札幌豊平 再　任
評 議 員 平　川　登美雄 札幌手稲 再　任
評 議 員 高　　　喜久雄 旭 川 東 新　任

令和6年度第1回通常理事会・定時評議員会・臨時理事会を開催

定時評議員会

第 1回通常理事会 臨時理事会
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おめでとうございます！！
永年のご活躍に心から感謝申し上げます。

　第 1回通常理事会において、令和 6年度防犯功労者等表彰受賞者・団体が決定しました。
　表彰は、伊藤泰充警察本部長と五十嵐敏明理事長の連名で行われ、それぞれの地区において、永き
にわたり地域安全活動にご尽力された、防犯功労者 60 名、防犯功労ボランティア団体 14団体に表彰
状と記念品が贈られます。
　表彰状等は、地域における活動の周知と防犯意識の高揚を図ることを目的に、地区防犯協会長と管
轄警察署長が連携の上、各地区の実情に応じて伝達しております。

令和 6年度北海道防犯協会連合会防犯功労者等表彰受賞者・団体

所　　　属 氏　　名

札 幌 中 央 本　田　幸　子

札 幌 東 吉　　　正　男

札 幌 西 熊　谷　明　也

札 幌 西 齊　藤　　　彰

札 幌 南 山　田　　　宏

札 幌 南 和　田　　　裕

札 幌 北 村　上　　　隆

札 幌 白 石 柴　元　　　博

札 幌 白 石 鎌　田　協　資

札 幌 豊 平 岡　本　　　諒

札 幌 手 稲 辻　　　憲　一

江 別 川　上　一　雄

江 別 中　村　　　猛

千 歳 宮　嶋　尚　慶

千 歳 齊　藤　義　己

岩 見 沢 佐　藤　恭　二

岩 見 沢 続　橋　光　義

栗 山 大　西　勝　博

夕 張 高　橋　美瑛子

美 唄 菅　　　健　一

◎防犯功労者表彰� （敬称略）

所　　　属 氏　　名

滝 川 工　藤　孝　之

滝 川 但　田　知　信

芦 別 片　山　勝　二

芦 別 佐々木　正　昭

北 後 志 夏　井　敏　夫

岩 内 遠　藤　保　朗

伊 達 十良澤　　　仁

伊 達 飯　尾　良　政

苫 小 牧 吉　田　末　治

苫 小 牧 奥　原　　　靖

函 館 中 央 名　和　一　男

函 館 西 板　谷　　　博

函 館 西 阿　部　洋　三

八 雲 宮　田　清　市

木 古 内 森　谷　正　彦

松 前 佐　藤　　　均

江 差 岩　井　　　慎

せ た な 桂　田　富　次

旭 川 中 央 鈴　木　和　博

旭 川 東 日　谷　友　義

所　　　属 氏　　名

士 別 渡　辺　祐　一

士 別 五十嵐　浩　幸

名 寄 和　田　敏　明

稚 内 阿　部　　　勇

富 良 野 稲　田　　　寛

留 萌 鈴　木　康　伸

留 萌 村　山　ゆかり

釧 路 吉　里　順　市

厚 岸 今　　　裕　子

弟 子 屈 川　村　茂　春

弟 子 屈 戸　田　弘　美

根 室 宮　保　　　豊

根 室 赤　川　宏　司

本 別 小　林　雅　子

帯 広 中　澤　　　勝

帯 広 新　津　　　守

新 得 後　藤　清　髙

北 見 谷　口　正　人

網 走 小　玉　　　晃

紋 別 関　原　功　三

所　　　属 団　　体　　名

札 幌 中 央 ク リ ー ン 薄 野 推 進 協 議 会

札 幌 北 花 川 南 防 犯 協 会

札 幌 白 石 北 郷 親 栄 第 一 町 内 会

江 別 あ け ぼ の み ど り 自 治 会

小 樽 小 樽 市 相 生 町 会

倶 知 安 京 極 町 地 域 安 全 協 会

函 館 中 央 陣 川 あ さ ひ 町 会

◎防犯功労ボランティア団体表彰
所　　　属 団　　体　　名

江 差 乙 部 町 防 犯 協 会

旭 川 東 東聖・ひじりの地区防犯・交通パトロール隊

深 川 し ら か ば 地 域 安 全 パ ト ロ ー ル 隊

深 川 ふ か が わ「 す き や き 隊 」

弟 子 屈 弟 子 屈 地 区 防 犯 協 会 連 合 会

帯 広 お び ひ ろ 市 民 ラ ジ オ（FM WING）

北 見 柏 泉 町 内 会 防 犯 パ ト ロ ー ル 隊
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松前地区防犯協会福島支部に「青パト」を納車！
　（一財）日本宝くじ協会の助成事業として当連合会に寄贈された令
和 5年度『青色防犯パトロール車「宝くじ号」』を松前地区防犯協会
福島支部（花田春夫支部長）に贈与納車しました。
　「宝くじ号」の贈与は、初回の平成 17 年から数えて 19 台目とな
り、道内各地で子供の見守り活動などに活躍しています。
　「宝くじ号」は、全国防犯協会連合会から道防連に無償譲渡され、
道防連が所有者、市町村防犯協会など地域の防犯活動を行う団体が
使用者となります。
　市町村防犯協会などは、規定に基づく所在証明を受けることで使

用者として登録され、「宝くじ号」を運用、維持管理をすることができます。
　青パト「宝くじ号」の運用を希望する市町村防犯協会等の防犯団体は、いつでもお気軽に道防連に連
絡してください。

《賛助会員の募集》年会費 1口 1万円　税制優遇措置の対象
　犯罪のない安全で安心な北海道の実現に寄与する当連合会の事業に賛同し、ご協力いただける企業・
団体及び個人の方々は、賛助会員として支援していただきますようお願い申し上げます。
　賛助会員に関する詳しい内容は、北海道防犯協会連合会のホームページをご覧ください。

北見地区防犯協会と北見方面防犯協会連合会が高校生と防犯活動
　5月14日、北見地区防犯協会と北見方面防犯協会連
合会は、特殊詐欺被害防止の啓発活動を実施しました。
　母の日が過ぎ、防犯活動のために寄贈されたカー
ネーション 22 鉢に北見柏陽高等学校のボランティア
部生徒が被害防止のメッセージカードを添えて、高
齢者宅や老人クラブ会館、銀行など高齢者が利用す
る施設に配付しました。

安全安心なまちづくり道民の集いの開催
　5月 13 日、札幌市中央区かでるアイスビックホールにおいて、北海道
犯罪のない安全で安心な地域づくり推進会議が主催する「令和 6年安全
安心なまちづくり道民の集い」が開催されました。
　集いには、防犯ボランティア等約 200 名が参加し、鈴木直道知事、伊
藤泰充警察本部長、五十嵐敏明道防連理事長等が出席しました。
　鈴木知事、伊藤本部長などの挨拶の後、札幌北斗高等学校演劇部員に
よる「特殊詐欺被害防止のための啓発劇」が行われました。演劇部員
は、オレオレ詐欺や還付金詐欺などの手口について、創意工夫を凝らし
てわかりやすく演じ、観客を大いに魅了しました。
　また、東京大学情報基盤センターの大山智也氏による「子供・女性を
狙う犯罪をどう防ぐか：被害の実態と対策」と題する基調講演が、オン
ライン形式で行われました。

鈴木知事挨拶

札幌北斗高校の演劇


